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（ウェブサイト） 
「森有正の本棚」《http://homepage.mac.com/hisashit/arimasa.html》 
なお上記ホームページからのリンクとして「森有正略年譜」がある。 
 
＊森有礼、森明について 
森明、帝国大学学生基督教共助会・編『森明選集』、長崎書店、一九三二年。  
森明『改造途上のキリスト』、新教出版社、一九五四年（温故小文選１１）。 
清水二郎『森明』、日本基督教団出版局、一九七五年（人と思想シリーズ II）。 
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